
137 136

龍門司坂（たつもんじざか）
旧大口筋の石畳で、寛永 12 年（1635）に着工し、石
は近くの樋ノ迫山から切り出され 100 年あまり後に
完成したと言われる。全長は 1500 メートルのうち現
在は 487 メートルが当時の姿を残している。薩摩藩
の経済・文化に大いに関与し、明治 10 年（1877）の
西南の役では、西郷隆盛率いる薩軍が、この坂道を
通って熊本へ向かった
〇 鹿児島県姶良市

原
型
と

変
遷
を

た
ど
る
旅

旧
街
道
は
土
木
遺
産
で
す
。
自
動
車
が

登
場
す
る
ま
で
の
そ
の
原
型
と
変
遷
を
、

想
像
力
を
働
か
せ
て
た
ど
り
ま
す
。



139 138

参
勤
交
代

関
門
海
峡
を
渡
る

　

周
防
灘
に
沿
っ
て
大
分
県
中
津
を
結
ぶ
「
中
津
街

道
」、
玄
界
灘
沿
岸
か
ら
博
多
・
唐
津
へつ
な
が
る
「
唐

津
街
道
」、
筑
後
久
留
米
を
最
短
で
結
ぶ
「
秋
月
街

道
」、海
外
と
の
唯
一の
窓
口
で
あ
る
肥
前
長
崎
を
結
ぶ

「
長
崎
街
道
」、
本
州
へ
の
渡
海
地
大
里
宿
へ
と
つ
な

が
る
「
門
司
往
還
」
な
ど
の
諸
街
道
す
べ
て
、
福
岡

県
北
九
州
市
小
倉
に
今
も
残
る
「
常
盤
橋
」
が
起
・

終
点
で
し
た
。

大
賑
わ
い
の
常
盤
橋
界
隈

　

寛
永
12
年
（
1
6
3
5
）、
諸
大
名
統
制
の
法
「
武

家
諸
法
度
」
が
改
訂
さ
れ
、、
三
代
将
軍
家
光
に
よ
っ

て
参
勤
交
代
が
制
度
化
さ
れ
る
と
、
五
街
道
の
要
衝

で
あ
る
小
倉
の
城
下
町
は
、
た
いへん
な
賑
わ
い
と
な
り

ま
し
た
。
各
藩
の
本
陣
宿
が
あ
り
、
諸
藩
の
世
話
は

小
倉
商
人
が
当
た
って
い
ま
し
た
。

　

常
盤
橋
の
左
岸
北
側
に
は
港
が
あ
り
、『
西
国
内

海
名
所
一
覧
』
に
は
、
灯
台
の
も
と
と
な
っ
た
「
常
夜

灯
」が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
筑
前
門
口
か
ら
小
倉
に
入
っ

て
常
盤
橋
を
渡
り
、
東
曲
輪
の
宿
屋
に
落
ち
着
い
て
、

難
所
「
早
鞆
の
瀬
戸
」
の
潮
待
ち
を
し
、
再
び
常
盤

橋
を
渡
っ
て
馬
関
（
現
在
の
下
関
市
）
行
き
の
船
に
乗

る
の
が
常
だ
っ
た
よ
う
で
す
。

　

出
島
の
オ
ラ
ン
ダ
商
館
カ
ピ
タ
ン（
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

で
商
館
長
）一
行
も
、
将
軍
へ
の
献
上
品
を
持
ち
、

1
0
0
名
程
の
行
列
で
、
毎
年
江
戸
参
府
を
繰
り
返

し
ま
し
た
。
江
戸
初
期
の
元
禄
4
年
（
1
6
9
1
）

に
、『
日
本
誌
』
の
著
者
と
し
て
知
ら
れ
る
出
島
の
三

学
者
の一
人
ケ
ンペル
、
後
期
の
文
政
9
年（
1
8
2
6
）

に
は
ド
イ
ツ
人
医
師
で
博
物
学
者
の
シ
ー
ボ
ル
ト
が
、

江
戸
参
府
に
随
行
し
、
街
道
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重

な
旅
行
記
を
残
し
て
い
ま
す
。

『西国内海名所一覧』　五雲亭貞秀（1807-1879）
初代歌川国貞の門人で、江戸後期から明治にかけての
浮世絵師。横浜絵など鳥瞰図を描いたことで知られる
北九州市立自然史・歴史博物館 所蔵
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エン
ゲ
ルベル
ト・ケ
ンペル
は
『
日
本
誌
』
の
第
五
章
で
、

「
街
道
を
旅
行
し
、
街
道
筋
で
生
計
を
立
て
て
い
る

人
々
の
群
れ
」
と
題
し
て
、
参
勤
交
代
に
つ
い
て
記
し

て
い
ま
す
。

『
こ
の
国
の
街
道
に
は
毎
日
、
信
じ
ら
れ
な
い
ほ
ど
の
人

間
が
お
り
、
私
は
東
海
道
を
四
度
も
通
っ
た
の
で
、
そ

の
体
験
か
ら
注
目
す
べ
き
も
の
を
挙
げ
よ
う
。

大
小
名
、
彼
ら
は一
年
の
う
ち
に
街
道
を
行
き
来
す
る
。

つ
ま
り一
定
の
時
期
に
江
戸
城
に
伺
候
し
、
そ
し
て
再

び
江
戸
か
ら
帰
る
。
二
度
通
う
こ
と
に
な
る
。
彼
ら
は

身
分
や
財
力
の
許
す
限
り
立
派
な
行
列
を
作
る
。
そ

れ
ゆ
え
最
も
大
き
い
大
名
は
数
日
の
行
程
に
渡
っ
て
街

道
を
満
た
す
の
で
あ
る
。
大
名
の
行
列
は
二
千
前
後
、

小
名
の
行
列
は
そ
の
半
数
。
そ
れ
ゆ
え一か
月
前
に
は

宿
所
や
宿
場
を一
定
の
日
数
で
予
約
さ
せ
、
近
い
う
ち

に
通
過
す
る
こ
と
を
す
べ
て
の
村
や
町
に
知
ら
せ
る
。

行
列
が
進
む
と
き
、一
部
の
従
者
を
除
け
ば
、
み
な
黒
一

色
の
絹
布
の
服
を
着
て
歩
き
、
実
に
規
則
正
し
い
み
ご

と
な
秩
序
を
保
ち
、
こ
ん
な
に
大
勢
の
集
団
が
騒
音
も

立
て
ず
に
し
ず
し
ず
と
進
ん
で
い
く
有
様
は
、
誠
に
不

思
議
で
称
賛
に
値
す
る
。』

　
第
6
分
冊
で
は
「
西
海
道
」
に
つい
て
ふ
れ
、
身
分

の
高
い
人
が
通
る
と
き
に
は
道
を
掃
き
清
め
、
特
に
将

軍
や
奉
行
が
通
る
場
合
は
、
道
路
脇
に
休
憩
小
屋
を

建
て
る
こ
と
、
そ
し
て
、
街
道
の
子
ど
も
た
ち
の
様
子

を
生
き
生
き
と
伝
え
て
い
ま
す
。

『
か
れ
ら
は
、
毎
日
落
ち
る
木
の
枝
葉
や
松
ぼ
っ
く
り
な

ど
を
か
き
集
め
て
燃
料
と
し
、
あ
ち
こ
ち
で
集
め
て
も

不
足
し
が
ち
な
薪
の
補
い
に
す
る
。
子
ど
も
ら
は
、
馬

の
尻
を
追
う
よ
う
に
つい
て
行
き
、
馬
が
糞
を
す
る
と
、

ま
だ
温
か
い
う
ち
に
か
き
集
め
、
自
分
ら
の
畑
へ
持
って

い
く
。』

エン
ゲ
ルベル
ト
・
ケ
ンペル
『
日
本
誌
』

H
istoria Im

perii Japonici　

元
禄
4
年
（
1
6
9
1
）

『
江
戸
参
府
旅
行
日
記
』（
訳
者
・
斉
藤
信
）
よ
り
引
用　

日本列島を踏破し、日本地図をつくった伊能忠敬も文
化 6 年（1809）暮れに常盤橋東の大坂屋へ泊まり、
以降 4 年の間に五街道を測量している

『西国内海名所一覧』〈部分〉　
五雲亭貞秀（1807-1879）
北九州市立自然史・歴史博物館 所蔵

二
千
人
の
行
列
も
あ
っ
た

船
で
の
大
移
動

140
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街
道
を
銘
菓
で
た
ど
る

シュガ
ー
ロ
ー
ド

　

鎖
国
時
代
、
西
洋
と
の
唯
一の
窓
口
で
あ
っ
た
出
島
に

陸
揚
げ
さ
れ
た
砂
糖
は
、
小
倉
へ
と
続
く
長
崎
街
道
に
よ

り
運
ば
れ
ま
し
た
。
街
道
沿
い
に
は
羊よ

う
か
ん羹

や
、
金
平
糖
な

ど
貴
重
だ
っ
た
砂
糖
を
贅
沢
に
使
っ
た
銘
菓
が
多
く
、
別

名
「
シュガ
ー
ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
「
か
す
て
ら
饅
頭
」
は
、
鶏
卵
、
蜂
蜜
な
ど
長
崎
の
カ

ス
テ
ラ
と
同
じ
材
料
で
皮
を
つ
く
り
、
白
あ
ん
を
包
み
込
ん

で
焼
い
た
大
牟
田
銘
菓
で
す
。
明
治
時
代
、
菓
子
屋
の

主
人
が
、
長
崎
の
カ
ス
テ
ラ
の
甘
さ
と
風
味
に
魅
了
さ
れ
、

饅
頭
に
で
き
な
い
か
と
考
え
、
で
き
た
の
が
か
す
て
ら
饅
頭

で
し
た
。

　

炭
鉱
夫
た
ち
は
、
坑
道
か
ら
あ
が
っ
て
き
て
、
タ
バコ
よ

り
も
酒
よ
り
も
、
ま
ず
甘
い
も
の
を
好
ん
で
食
べ
た
と
い
い

ま
す
。
地
の
底
か
ら
今
日
も
生
き
て
帰
って
く
る
こ
と
が
で

き
た
喜
び
だ
っ
た
か
す
て
ら
饅
頭
。
大
牟
田
発
祥
の
銘
菓

と
し
て
今
も
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

関
門
海
峡
を
渡
り

峠
を
越
え
た
象

　

こ
の
街
道
を
通
って
、
何
が
運
ば
れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

享
保
13
年
（
1
7
2
8
）、
将
軍
徳
川
吉
宗
へ
献
上
す
る

た
め
ベ
ト
ナ
ム
か
ら
や
っ
て
き
た
象
は
、
長
崎
か
ら
江
戸
ま
で
約

1
4
0
0
キ
ロ
、
75
日
も
の
道
の
り
を
、
ふ
た
り
の
象
使
い
を

含
む
一
行
と
歩
い
て
旅
し
ま
し
た
。
享
保
14
年
（
1
7
2
9
）

3
月
に
長
崎
を
出
発
、
矢
上
峠
も
一
度
は
す
べって
引
き
返
し

な
が
ら
も
越
え
、
関
門
海
峡
も
船
を
繋
い
で
そ
の
上
に
台
を
置

い
て
象
を
乗
せ
、
渡
り
ま
し
た
。
行
く
先
々
は
珍
獣
を一
目
見

よ
う
と
見
物
人
で
あ
ふ
れ
か
え
り
、
象
の
小
屋
や
餌
の
準
備
で

各
宿
は
大
騒
動
。
4
月
に
京
都
に
到
着
し
中
御
門
天
皇
に
上

覧
し
、
天
下
の
険
、
箱
根
峠
で
は
5
日
間
寝
込
み
な
が
ら
も
、

5
月
に
無
事
江
戸
へ
到
着
し
ま
す
。
吉
宗
は
象
を
江
戸
城
に

召
し
、
無
事
に
対
面
し
た
の
で
し
た
。
一
行
の
安
堵
は
ど
れ
ほ

ど
だ
っ
た
こ
と
か
。

　

長
崎
街
道
は
、
孔く

じ
ゃ
く雀

や
駱ら

く
だ駝

も
通
っ
た
記
録
が
あ
り
ま
す
。

街
道
は
未
知
な
る
文
化
の
大
動
脈
だ
っ
た
の
で
す
。

大牟田が発祥の地
かすてら饅頭

長
崎
街
道

象
と
砂
糖
の
物
語

上／ポルトガルから伝来した金平糖
下／中国伝来の技法で寒天を用いた小城羊羹

象の形態などあらゆることをまとめた初の本
『象志』　享保 14年（1729）
国立国会図書館 所蔵
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【
公
儀
普
請
】

　

慶
長
6
年（
1
6
0
1
）、
関
ヶ
原
の
戦

い
で
覇
権
を
握
っ
た
徳
川
家
康
は
、
諸
国

の
大
名
に「
公
儀
普
請（
こ
う
ぎ
ふ
し
ん
）」

を
命
じ
ま
す
。

　

公
儀
普
請
と
は
、
諸
大
名
の
労
力
と
費

用
に
よ
っ
て
、
江
戸
城
や
城
下
町
を
整
備

す
る
と
い
う
も
の
で
、
元
は
織
田
信
長
の

安
土
城
か
ら
始
ま
っ
た
と
い
わ
れ
、
豊
臣

政
権
で
は
大
阪
城
、
名
護
屋
城
、
伏
見
城

な
ど
が
築
城
さ
れ
ま
し
た
。
石
高
に
応
じ

て
人
足
や
石
な
ど
の
材
の
提
供
を
し
、
九

州
の
諸
大
名
も
江
戸
城
や
名
護
屋
城
の
建

築
に
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

普
請
と
は
土
木
工
事
で
、
今
で
い
う
と

公
共
工
事
の
よ
う
な
も
の
で
し
た
。
築
城

以
外
に
も
河
川
改
修
や
、
街
道
の
拡
幅
や

一
里
塚
の
設
置
、
宿
場
の
整
備
な
ど
の

「
手
伝
普
請
」も
あ
り
、
費
用
は
す
べ
て
大

名
持
ち
で
し
た
。
忠
義
の
証
で
あ
り
、
財

政
を
減
ら
し
勢
力
を
そ
ぐ
こ
と
も
目
的

だ
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
大
名
が

持
ち
帰
っ
た
土
木
技
術
が
各
地
の
城
と
城

下
町
、
街
道
の
整
備
に
繋
が
り
、
そ
の
後

2
6
0
年
の
天
下
泰
平
の
世
の
礎
と
な
っ

た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

旧
街
道
の

見
ど
こ
ろ
キ
ー
ワ
ー
ド

【
街
道
】

　

慶
長
9
年
（
1
6
0
4
）、
二
代
将
軍
秀
忠

は
、東
海
道
、日
光
街
道
、奥
州
街
道
、中
山
道
、

甲
州
街
道
の
整
備
に
続
き
、
諸
国
に
も
道
を

つ
く
る
べ
き
と
い
う
布
令
を
出
し
ま
す
。

　

九
州
で
は
、
長
崎
街
道
、
唐
津
街
道
、
秋

月
街
道
、日
田
街
道
、中
津
街
道
、薩
摩
街
道
、

豊
後
街
道（
大
分
側
か
ら
は
肥
後
街
道
）、
日

向
街
道
の
8
つ
の
街
道
が
藩
に
よ
っ
て
整
備

さ
れ
て
い
き
ま
す
。

　

明
治
維
新
に
よ
り
幕
藩
体
制
が
崩
壊
し
た

後
も
、
街
道
は
新
政
府
に
よ
っ
て
国
道
や
県

道
の
経
路
に
指
定
さ
れ
、
そ
の
道
筋
の
多
く

は
一
般
国
道
に
も
受
け
継
が
れ
て
い
ま
す
。

【
参
勤
交
代
】

　

参
勤
交
代
と
は
、
三
代
将
軍
家
光
が
「
武

家
諸
法
度
」
の
改
訂
で
義
務
化
し
、
原
則
と

し
て
諸
大
名
を
1
年
交
替
で
江
戸
と
国
も
と

に
住
ま
わ
せ
、
妻
子
は
江
戸
に
常
住
さ
せ
ま

し
た
。

　

街
道
の
要
所
に
関
所
を
置
い
て
取
り
締
ま

り
ま
し
た
。「
入
鉄
砲
出
女
」と
い
い
、
江
戸

に
武
器
が
入
っ
て
く
る
こ
と
、
参
勤
交
代
制

度
の
た
め
に
江
戸
に
住
ま
わ
せ
た
諸
大
名
の

妻
子
が
江
戸
か
ら
脱
出
し
な
い
よ
う
厳
し
く

監
視
さ
れ
ま
し
た
。

【
峠
】

　

箱
根
駅
伝
で
、最
大
の
難
所
と
い
え
ば
「
峠

越
え
」。
峠
と
は
、
山
道
を
の
ぼ
り
つ
め
、
そ

こ
か
ら
降
り
て
い
く
場
所
で
す
。
険
し
さ
を

表
す
単
位
に
斜
度
が
あ
り
、
豊
後
街
道
は
阿

蘇
の
二
重
峠
、
長
崎
街
道
は
日
見
峠
が
九
州

の
街
道
き
っ
て
の
難
所
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

【
宿
】

　
「
し
ゅ
く
」と
読
み
、
宿
場
町
を
意
味
し
ま

す
。
慶
長
6
年（
1
6
0
1
）、
徳
川
家
康
は

「
宿
駅
伝
馬
制
度
」を
つ
く
り
、
江
戸
と
京
の

間
に
53
の
宿
駅
を
設
置
し
、人
足
と
伝
馬
（
て

ん
ま
）を
配
し
、
幕
府
公
用
の
信
書
や
荷
物
の

運
搬
に
あ
た
ら
せ
ま
し
た
。
こ
れ
が
東
海
道

五
十
三
次
で
す
。

　

人
と
も
の
が
行
き
交
い
、
明
治
以
降
の
鉄

道
の
普
及
に
よ
っ
て
交
通
事
情
が
変
わ
る
ま

で
、
商
家
町
と
し
て
大
い
に
繁
栄
し
た
宿
も

多
く
、
九
州
の
街
道
や
往
還
沿
い
に
も
、
往

時
の
賑
わ
い
を
感
じ
さ
せ
る
建
造
物
や
街
並

み
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
札
の
辻
】

　

幕
府
や
藩
が
決
め
た
法
度
や
掟
書
を

木
の
板（
高
札
）に
書
き
、
人
目
を
ひ
く

よ
う
高
く
掲
げ
た
場
所
の
こ
と
。
街
道

の
距
離
の
起
点
と
な
る
「
里
程
元
標
（
り

て
い
げ
ん
ぴ
ょ
う
）」
と
し
て
街
道
の
起
点

と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
今
も
地
名
と
し

て
多
く
残
っ
て
い
ま
す
。

【
一
里
】

　

尺
貫
法
に
よ
る
長
さ
の
単
位
で
、
豊

臣
秀
吉
が
そ
れ
ま
で
曖
昧
だ
っ
た
一
里

を
三
六
町
、
約
3.
9
3
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
と
し
て
統
一
。
普
通
の
足
取
り
で
約

1
時
間
で
歩
け
る
距
離
で
、
街
道
の
両

側
に
は
一
里
ご
と
に
、
土
盛
り
の
上
に

エ
ノ
キ
や
松
が
植
え
ら
れ
た
「
一
里
塚
」

が
設
置
さ
れ
、
街
道
を
行
く
旅
人
た
ち

の
目
印
に
し
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
一
町
は
1
0
9
メ
ー
ト
ル
。

町
を
略
記
し
て
「
丁
」を
使
っ
て
い
た
こ

と
か
ら
、「
丁
場
」
は
宿
場
と
宿
場
の
間

の
距
離
を
意
味
し
、
長
い
旅
か
ら
、
時

間
が
か
か
る
こ
と
を
長
丁
場
と
い
う
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

【
里
数
木
】

　

一
里
塚
に
植
え
ら
れ
た
エ
ノ
キ
な
ど

の
樹
木
の
こ
と
を「
里
数
木（
り
す
う
ぎ
）」

と
い
い
ま
す
。
豊
後
街
道
に
も
札
の
辻

を
起
点
と
し
て
一
里
ご
と
に
あ
り
ま
し
た

が
、
現
存
す
る
の
は
龍
田
の
二
里
木
の
み
。

枯
死
し
た
と
思
わ
れ
た
先
代
の
幹
か
ら
芽

吹
い
て
復
活
し
、
地
域
で
大
切
に
守
ら
れ

て
い
ま
す
。

【
構
口
】

　
「
構
口（
か
ま
え
ぐ
ち
）」
は
宿
場
町
の

出
入
り
口
の
門
塀
で
、
木
戸
と
番
所
小
屋

が
昼
夜
交
替
で
詰
め
、
旅
人
を
監
視
し
て

い
ま
し
た
。
土
台
の
石
垣
が
残
る
ま
ち
は
、

宿
場
町
の
面
影
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

【
茶
屋
】

　

街
道
筋
に
あ
っ
た
休
憩
所
の
こ
と
。
お

茶
や
甘
味
を
出
す
「
水
茶
屋
」
の
ほ
か
、

宿
場
に
は
「
料
理
茶
屋
」
や
「
相
撲
茶
屋
」

な
ど
も
あ
り
ま
し
た
。
難
所
の
峠
の
茶
屋

跡
に
は
、
旅
人
た
ち
の
一
服
の
逸
話
が
語

り
継
が
れ
て
い
ま
す
。

【
本
陣
】

　

身
分
の
高
い
大
名
や
旗
本
、
幕
府
の
役
人

な
ど
が
、
休
憩
や
宿
泊
に
使
う
「
御
茶
屋
」

を
「
本
陣
」と
い
い
、
表
門
や
式
台
付
玄
関

な
ど
を
備
え
て
い
ま
し
た
。「
旅
籠（
は
た
ご
）」

は
旅
人
に
食
事
を
提
供
す
る
宿
の
こ
と
。

　

も
と
も
と
馬
に
乗
っ
て
旅
を
す
る
と
き
に

餌
を
い
れ
る
籠
を
意
味
す
る
言
葉
だ
っ
た
も

の
が
、
旅
人
の
食
事
を
表
す
よ
う
に
な
り
、

食
事
を
提
供
す
る
宿
を
旅
籠
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
い
わ
ゆ
る
旅
館
の
原
点
で
す
。

【
桝
形
】

　
「
桝
形（
ま
す
が
た
）」は
、
敵
が
来
た
時
に

一
度
に
見
通
せ
ぬ
よ
う
、
二
度
直
角
に
曲
げ

た
道
。
出
会
っ
た
ら
、
昔
の
街
道
の
ま
ま
で

あ
る
証
で
す
。

145 144



147 146

大名行列の錦絵

『花廾曙錦の行烈』　
歌川広重（二代）画　安政4年（1857）
江戸東京博物館 所蔵
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土木の神様　
加藤清正
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遺
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な
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謎
が
多
く
、
颯
爽
と
熊
本
に
現
れ
、
今

な
お
多
く
の
熊
本
の
人
び
と
か
ら
「
清せ

い
し
ょ
こ

正
公

さ
ん
」
と
親
し
み
を
込
め
て
呼
ば
れ
、
梶
尾

真
治
さ
ん
の
S
F
小
説
『
黄
泉
が
え
り 

again

』
に
も
登
場
し
て
し
ま
う
加
藤
清
正

は
、
人
び
と
に
「
土
木
の
神
様
」
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。

　

加
藤
清
正
は
、
永
禄
5
年
（
1
5
6
2
）

6
月
24
日
、
刀
鍛
冶
加
藤
清
忠
の
子
と
し

て
尾
張
国
愛
知
郡
中
村
（
現
在
の
名
古
屋

市
中
村
区
）に
生
ま
れ
、
奇
し
く
も
誕
生
日

と
同
じ
6
月
24
日
に
、
享
年
50
歳
で
な
く
な

り
ま
し
た
。

　

1
9
0
セ
ン
チ
を
超
え
る
大
き
な
体
躯
を

活
か
し
、
片
鎌
槍
で
虎
を
退
治
し
た
伝
説

を
持
つ
清
正
は
、
天
正
16
年
（
1
5
8
8
）、

数
え
27
歳
で
、
佐
々
成
政
に
代
わ
り
肥
後
北

半
国
の
大
名
と
な
り
、
肥
後
に
入
国
し
ま
し

た
。

「
川
づ
く
り
」
の
名
手

　

熊
本
市
中
心
部
を
流
れ
る
白
川
は
、
昔
か

ら
暴
れ
川
と
し
て
有
名
で
、
阿
蘇
の
火
山
灰

土
（
ヨ
ナ
）を
含
ん
だ
重
い
水
流
が
洪
水
の
た

び
に
熊
本
の
市
街
地
を
襲
い
ま
し
た
。
当
然
、

蛇
行
す
る
白
川
の
流
路
は
城
下
町
建
設
に
は

厄
介
者
で
す
。
今
の
熊
本
市
役
所
辺
り
を

流
れ
て
い
た
白
川
の
流
路
を
、
現
在
の
よ
う

に
直
線
化
し
た
の
は
清
正
だ
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
熊
本
城
の
築
城
、
さ
ら
に
は
熊
本
城

下
町
の
発
展
の
た
め
に
は
、
様
々
な
物
資
を

輸
送
す
る
舟
運
路
が
必
要
で
す
。
も
と
も
と

は
白
川
と
接
続
し
て
い
た
坪
井
川
を
分
離
さ

せ
、
熊
本
の
外
港
で
あ
る
川
尻
ま
で
繋
ぐ
運

河
と
し
て
付
け
替
え
た
の
も
、
清
正
の
功
績

と
の
こ
と
。

　

城
下
町
熊
本
を
意
識
し
て
こ
れ
ら
の
水
辺

を
見
る
と
、
坪
井
川
は
熊
本
城
の
内
堀
、
白

川
は
対
薩
摩
の
外
堀
と
し
て
機
能
し
ま
す
。

清
正
は
熊
本
城
内
に
1
0
0
本
以
上
の
井

戸
を
掘
り
、
長
期
戦
に
も
持
ち
こ
た
え
る
城

と
し
ま
し
た
。
の
ち
に
西
南
戦
争
で
、
こ
の

熊
本
城
を
陥
落
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
な
かっ
た

西
郷
隆
盛
が
、「
官
軍
に
負
け
た
の
で
は
な
い
、

清
正
公
に
負
け
た
の
だ
」
と
つ
ぶ
や
い
た
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。

「
水
」
の
名
手

　

平
成
28
年
に
放
映
さ
れ
た
N
H
K
の
ブ
ラ

タ
モ
リ「
水
の
国
熊
本
編
」
で一
躍
有
名
に
な
っ

た
白
川
上
流
の
菊
陽
町
馬
場
楠
に
あ
る
「
鼻

ぐ
り
井
手
」
を
築
造
し
た
の
も
清
正
で
す
。

「
井
手
」は
農
業
用
水
路
の
こ
と
で
、
鼻
ぐ

り
井
手
と
は
馬
場
楠
堰
か
ら
取
水
し
た
水
を

運
ぶ
全
長
12
キ
ロ
に
渡
る
馬
場
楠
井
手
の一

部
、4
0
0
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
区
間
を
指
し
ま

す
。
牛
の
鼻
輪「
鼻
ぐ
り
」
　
の
形
を
し
た
不
思

議
な
板
の
間
を
ヨ
ナ
を
含
ん
だ
水
が
流
れ
る
と

自
然
と
渦
を
巻
く
水
流
と
な
り
、
沈
砂
せ
ず

に
水
が
流
れ
き
る
と
い
う
仕
組
み
で
、
水
理

学
的
に
も
理
に
適
っ
た
構
造
を
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
は
、
菊
池
川
下
流
玉
名
や
球
磨
川

下
流
八
代
の
干
拓
事
業
ま
で
、
熊
本
県
内

の
多
く
の
水
に
関
す
る
土
木
事
業
が
清
正
公

の
偉
業
と
信
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
熊
本
で
は
、

な
ん
で
も
か
ん
で
も
清
正
公
さ
ん
の
偉
業
と

な
って
し
ま
う
の
で
す
。

「
国
づ
く
り
」
の
名
手

　

いっ
た
い
清
正
公
さ
ん
は
、
何
歳
か
ら
働
き
、

何
歳
ま
で
生
き
た
の
で
し
ょ
う
か
。

　

実
は
、
清
正
の
影
武
者
が
何
名
も
い
て
、

現
代
の
コン
サ
ル
タ
ン
ト
業
を
営
ん
で
い
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
熊
本
は
、
も
と
も
と

豪
族
が
群
雄
割
拠
し
た
治
め
に
く
い
国
だ
っ

た
と
言
わ
れ
、
清
正
の
前
任
者
、
佐
々
成
政

も
地
元
の
豪
族
達
に
手
を
焼
き
ま
し
た
。
こ

の
豪
族
達
を
味
方
に
し
て
、
抜
群
の
人
気
を

誇
っ
た
清
正
公
の
偉
業
を
上
手
く
利
用
し
た

の
が
、
細
川
家
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
幕

末
ま
で
の
2
0
0
年
の
治
世
で
、
細
川
家
は

小
倉
藩
時
代
に
創
設
し
た
「
手て

な
が永

」
と
呼
ば

れ
る
地
方
分
権
の
シ
ス
テ
ム
を
肥
後
藩
に
も
導

入
し
ま
し
た
。

　

清
正
公
さ
ん
が
、
こ
れ
ほ
ど
熊
本
の
人
び

と
に
愛
さ
れ
る
の
は
、
彼
が
た
だ
の
為
政
者
で

は
な
く
、
風
土
に
根
ざ
し
た
土
木
技
術
を
活

か
し
て
、
井
手
の
整
備
や
新
田
開
発
の
た
め

の
干
拓
に
貢
献
し
た
、
真
に
民
衆
の
た
め
の

為
政
者
だ
っ
た
か
ら
だ
と
考
え
ま
す
。
ま
さ
に

熊
本
は
、命
の
源
で
あ
る
「
水
」
を
活
か
し
て
、

清
正
公
さ
ん
と一
緒
に
、
熊
本
の
人
び
と
が
と

も
に
つ
く
っ
て
き
た
国
土
で
あ
り
、
風
景
だ
と

思
う
の
で
す
。

熊本城の内堀となる坪井川
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熊本城
通潤橋の橋脚部や側壁の、弧状に積んだ石組
みは熊本城の武者返しを思わせる。城の名手と
いわれた加藤清正の指揮のもとでの築城で培わ
れ、さまざまな土木構造物を創り上げた石工たち
の技の原点
〇 熊本県熊本市

馬場楠井手の鼻ぐり（鼻ぐり井手）
仕組みだけでなく、厚く堅い岩盤の掘る量を減らし、費用と工期を抑えるとい
う利点もあった。農繁期には実際に渦を巻く様子を見ることができる
〇 熊本県菊池郡菊陽町
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海
を
農
地
に
変
え
た

八
代
干
拓

七百町干拓の絵図『潮止之図』
細川藩の船と役人たち、潮をせき止める潮止め口、潮うけ堤防や
樋門の工事の様子が緻密に描かれている。描かれている風景は、
同時期に行われる作業ではないため、技術伝承のために描かれ
たのではないかともいわれている

『潮止之図』／個人所蔵
〇 熊本県八代市

152153
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2 つの通路は運搬の行きと帰りのため。堤防の前には石
工たちの姿がみてとれる。大潮の日、土俵などで潮止め口
をふさぎ、堤防の内側にたまった水は樋門から排水した

『潮止之図』（部分）／個人所蔵
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熊
本
県
の
八
代
平
野
の
お
よ
そ
3
分
の
2
は
、
江
戸
時
代
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
干
拓
に
よ
って

生
ま
れ
た
土
地
で
す
。

　

土
や
土
砂
が
堆
積
し
て
で
き
た
広
大
な
三
角
州
が
広
が
り
、
干
拓
に
適
し
て
い
た
八
代
の
地
。

先
人
た
ち
は
、
そ
れ
ら
の
州
の
間
に
あ
る
「
澪
筋
」
と
い
う
水
の
流
れ
を
見
極
め
、
陸
地
か
ら

干
潟
の
方
へ
向
かって
ど
の
範
囲
を
干
拓
す
る
か
を
決
め
る
「
新
地
際
目
立
て
」
を
行
い
ま
し
た
。

新
地
と
は
、
新
た
な
土
地
を
意
味
し
ま
す
。
樋
門
、
堤
防
、
最
後
に
潮
を
堰
き
止
め
る
潮
止

め
口
に
適
し
た
と
こ
ろ
を
調
べ
、
目
印
と
な
る
「
際
目
竹
」
を
打
っ
て
干
拓
の
計
画
を
立
て
た
の

で
す
。
際
目
竹
を
沖
の
方
へ
と
約
30
メ
ー
ト
ル
毎
に
区
分
け
し
、
第
一
丁
場
、
第
二
丁
場
と
、
各

丁
場
に
20
人
か
ら
30
人
が
配
置
さ
れ
、
堤
防
や
樋
門
が
つ
く
ら
れ
て
い
き
ま
し
た
。
堤
防
の
土
台

に
は
、
樫
や
ど
ん
ぐ
り
の
枝
を
束
ね
た
「
粗そ

だ朶
」
を
潟
の
上
に
敷
き
詰
め
て
松
の
丸
太
で
つ
く
っ

た
格
子
状
の
枠
で
抑
え
、
石
を
敷
き
、
土
を
盛
り
ま
す
。
こ
の
粗
朶
や
松
丸
太
が
大
量
に
切
り

出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
干
拓
が
始
ま
る
と
山
の
一つ
や
二
つ
は
丸
裸
と
な
る
と
い
わ
れ
ま
し
た
。

干
拓
の
父
、
恩
人
、
名
工

そ
し
て
農
聖
た
ち

　

そ
し
て
、
潮
止
め
口
を
除
く
、
す
べ
て
の
工
事
が
完
了
し
た
後
、
大
潮
の
日
、
潮
が
大
き
く

引
い
た
短
い
時
間
に
栗
石
や
土
俵
で
潮
止
め
口
を
ふ
さ
ぎ
、
干
拓
地
が
出
来
上
が
り
ま
す
。
そ
の

後
、
長
い
時
を
経
て
塩
分
を
抜
き
、
球
磨
川
や
氷
川
の
豊
か
な
水
が
潤
す
水
田
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
時
お
国
一
の
貧
地
と
い
わ
れ
た
野
津
手
永
の
総
庄
屋
と
な
っ
た
鹿
子
木
量
平
は
、
人
び
と

の
生
活
を
豊
か
に
す
る
た
め
、文
化
2
年
（
1
8
0
5
）に
百
町
新
地
、文
政
2
年
（
1
8
1
9
）

に
四
百
町
新
地
、
そ
の
2
年
後
に
七
百
町
新
地
の
干
拓
に
よ
る
新
田
開
発
を
行
い
、
干
拓
の

父
と
呼
ば
れ
ま
し
た
。「
大お

ざ
や鞘

樋
門
群
」、「
沖お

き
ど
も塘

の
樋
門
群
」、「
旧
郡
築
新
地
甲
号
樋
門
」

な
ど
、
今
も
残
る
土
木
遺
産
の
石
組
に
は
、
七
百
町
新
地
の
功
績
で
苗
字
を
許
さ
れ
た
、
名

工
岩
永
三
五
郎
を
は
じ
め
と
す
る
、
肥
後
の
石
工
た
ち
の
見
事
な
技
を
見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

肥
後
藩
の
時
代
は
藩
の
事
業
と
し
て
行
わ
れ
た
干
拓
で
し
た
が
、
地
域
の
手
永
会
所
が
福

祉
事
業
や
学
校
の
教
育
費
の
た
め
に
行
っ
た
「
手
永
開
」な
ど
小
規
模
な
も
の
も
行
わ
れ
て
い
ま

す
。
明
治
時
代
に
な
る
と
地
主
た
ち
、
大
正
か
ら
昭
和
に
か
け
て
は
県
や
国
と
、
干
拓
の
後
、

ま
た
沖
に
で
き
て
く
る
州
を
見
極
め
な
が
ら
、
築
造
者
は
時
代
に
よ
って
変
遷
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

明
治
32
年
（
1
8
9
9
）に
八
代
郡
の
郡
長
と
な
っ
た
古
城
弥
次
郎
が
総
面
積
1
0
4
6
ヘ

ク
タ
ー
ル
も
の
大
規
模
な
郡
築
干
拓
造
成
に
尽
力
。
亡
く
な
っ
た
後
は
、
本
人
の
希
望
で
郡
築

新
地
の
樋
門
の
傍
ら
に
埋
葬
さ
れ
、
郡
築
干
拓
の
恩
人
と
称
え
ら
れ
ま
し
た
。

　

昭
和
時
代
に
は
、
松
田
喜
一
が
県
知
事
に
、
県
営
南
新
地
（
昭
和
）
の
村
づ
く
り
を
任
さ
れ
、

農
友
実
習
所
を
移
転
し
、
農
業
の
進
歩
と
発
展
に
生
涯
を
か
け
て
活
動
。
昭
和
校
区
の
松
田

神
社
に
は
、「
稲
の
こ
と
は
稲
か
ら
学
べ
、
世
の
中
の
こ
と
は
世
の
中
か
ら
学
べ
」
と
刻
ま
れ
た
標

柱
が
あ
り
ま
す
。

　

龍
峯
山
自
然
公
園
か
ら
の
ぞ
む
八
代
平
野
は
、
先
人
た
ち
が
力
を
尽
く
し
て
海
を
変
貌
さ

せ
た
、
豊
か
な
農
の
風
景
で
す
。

郡築二番町樋門 旧郡築新地甲号樋門
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八代平野
龍峯山自然公園からのぞむ干拓地と八代海
〇 熊本県八代市

159 158159 158158159
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熊
本
県
阿
蘇
市
に
あ
る
、
肥
後
国
と
豊
後
国
を
結

ん
だ
旧
豊
後
街
道
「
二

ふ
た
え
の
と
う
げ

重
峠
の
石
畳
」
は
、
加
藤
清

正
が
造
っ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
つ
づ
ら
折
り
の
道
が

続
く
急
坂
に
は
1
・
6
キ
ロに
わ
た
り
雨
の
日
に
灰
土（
ヨ

ナ
）
に
足
を
と
ら
れ
ぬ
よ
う
石
畳
が
敷
き
詰
め
ら
れ
、

熊
本
藩
細
川
氏
が
参
勤
交
代
で
通
り
、
多
い
と
き
に

は
2
7
0
0
人
も
の
隊
列
が
城
下
か
ら
豊
後
鶴
崎
の

港
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

藩
政
時
代
を
通
じ
て
、
二
重
峠
の
石
畳
普
請
請
負

（
修
繕
）
は
、
公
役
と
し
て
手
永
単
位
で
農
民
に
課

せ
ら
れ
ま
し
た
。
石
畳
の
石
に
は
、「
岩
坂
村
つ
く
り
」

と
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

西
南
戦
争
激
戦
の
交
点

　

交
通
上
の
要
衝
で
あ
る
峠
道
は
、
し
ば
し
ば
戦

乱
の
地
と
な
り
ま
す
。
二
重
峠
も
ま
た
、
明
治
10
年

（
1
8
7
7
）
に
西
郷
隆
盛
率
い
る
薩
摩
藩
士
が
起
こ

し
た
日
本
最
大
で
最
後
の
内
戦
、
西
南
戦
争
に
お
け

る
激
戦
地
と
な
り
ま
し
た
。

　

薩
軍
が
占
領
し
て
い
た
二
重
峠
を
、
3
月
18
日
に

官
軍
が
攻
撃
し
、
薩
軍
が
死
守
。
道
沿
い
の
そ
れ
ぞ

れ
の
台
場
跡
が
進
軍
の
過
程
を
今
に
伝
え
ま
す
。
九

重
ま
で
退
却
し
た
官
軍
に
対
し
、薩
軍
は
坂
梨
村
（
現

在
の
阿
蘇
市
一
の
宮
町
）の
大
黒
屋
に
本
陣
を
構
え
ま

す
。
し
か
し
、
3
月
4
日
か
ら
17
昼
夜
に
渡
る
最
大

の
激
戦
の
末
に
田
原
坂
を
官
軍
が
突
破
。
26
日
、
薩

軍
は
「
石い

し
ど
も
ぜ
き

塘
堰
」
を
止
め
、
坪
井
川
・
井
芹
川
の
水

を
鎮
台
が
置
か
れ
た
熊
本
城
の
周
囲
に
引
き
込
み
、

田
畑
が
一
大
湖
水
と
な
る
水
攻
め
や
兵
糧
攻
め
を
仕

掛
け
ま
す
が
、
4
月
13
日
の
坂
梨
で
の
激
戦
か
ら
、

21
日
に
大
津
へ
と
後
退
し
ま
す
。
一
進 

一
退
の
陣
地
戦

の
中
、
薩
軍
の
敗
色
は
濃
く
な
って
い
き
ま
し
た
。

　

往
還
沿
い
に
繰
り
広
げ
ら
れ
た
戦
い
は
村
を
も
巻
き

込
み
、
弔
わ
れ
た
両
軍
の
墓
石
や
銃
撃
戦
の
弾
痕
が

各
所
に
残
り
ま
す
。
峠
や
橋
は
、
そ
の
土
地
の
要
所
で

し
た
。
歴
史
を
知
る
と
、
そ
の
風
景
は
、
ま
た
違
う

も
の
に
見
え
て
き
ま
す
。

難
所
は
要
所

二
重
峠
の
石
畳

二重峠
阿蘇五岳の風景
○ 熊本県阿蘇市
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『西郷隆盛大軍ヲ引卒シ肥後国熊本城ヲ陥ト安政橋ニ到所城兵モ討テ出両軍於橋上ニ大激戦ニ及之図』
西南戦争錦絵　鮮斎永濯　明治 10 年（1877）　　
国立国会図書館 所蔵
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里
木
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水
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熊本駅

JR豊
肥本
線

上熊本駅

武蔵塚駅

赤水駅

道の駅「大津」

東海学園
前駅

大津宿

熊本城慶長12年（1607）、築城の
名手・加藤清正が完成さ
せた名城です。

肥後藩の政令を掲示する広場で、
ここが諸街道の里数の起点・里程
元標となります。

立田口大神宮の朱色の
鳥居は、街道の熊本北部
方面の目印でした。

熊本城天守閣の場所に
あった観音堂が清正の要
請で当地に移され、この
名で呼ばれています。

豊後街道のうち、大津宿から二重
峠までの道は清正公道と呼ばれ、
その脇に立つ石碑は清正公の兜
（かぶと）の形を模しています。

札の辻から二里のとこ
ろに茂る榎が、里数木と
して現存する唯一のも
のです。

以前には数本の榎が残っていた
ようです。

今は里数木もな
く石 碑 だ けが
立っています。

宿場町・大津に築かれた用水路で
す。着工から19年後、寛永14年
（1637）に堰・制水門、水路が開削
されました。

水量豊かな上井手用水に架けら
れた石橋を渡ると、菩提樹が茂る
静かな境内が広がります。

白川の氾濫を防ぐため、寛政
8年（1796）にわずか半年で
築かれたという堤防です。

●札の辻2

●熊本城1

●観音坂3

●一里木6

●武蔵塚公園8

●二里木7

●日本の道百選10 ●四里木11 ●上井手用水12

●清正公道（せいしょこどう）石碑18

●光尊寺13

●一夜塘（いちやども）之趾5

●立田口の赤鳥居4

●三里木9

この地が全長
124kmの約5分
の1にあたります。

●六里木17

細川家の参勤交
代を見守るため、
宮本武蔵が甲冑
（かっちゅう）姿の
まま葬られたとさ
れる墓所です。

二重峠の石畳を下りて2km程行っ
たところ、外輪山の湧水を引いた
庭園は清涼な雰囲気です。

熊本市から菊池郡菊陽
町までの大津街道は、日
本の道百選に選ばれて
います。

肥後国の諸街道
では1里ごとに、
道の両側に里数
木として榎（えの
き）を植え、距離
の目安としました。
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豊
後
街
道
を
往
く

土
木
遺
産
な
旅
ル
ー
ト

　

江
戸
時
代
、
石
碑
は
旅
の
案
内
看
板
で
あ
り
、
歴
史
を

後
世
に
語
り
継
ぐ
た
め
の
も
の
で
し
た
。
石
畳
は
安
全
を
期

し
た
重
要
な
道
。
旧
街
道
沿
い
の
石
と
水
、
杉
並
木
な
ど

の
風
景
も
ま
た
土
木
遺
産
。
た
ど
る
と
、
往
時
の
賑
わ
い

が
見
え
て
き
ま
す
。

一
般
社
団
法
人 

九
州
地
域
づ
く
り
協
会
『
豊
後
街
道
を
往
く
』
マッ
プ

藩主の参勤行列
を人々が出迎え
る「殿様拝み」は、
地より東側と

定められていた
そうです。

●五里木16

手永とは細川藩独自の
役所名であり、この会所
では行政・教育・裁判
などを担当しました。

●大津手永会所跡15

街道と上井手用水が交わる地点、
幕府や藩の法令、掟書など書い
た高札を立て、人々に知らせた
場所です。

●御高札場跡14

この
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大
分
県

熊
本
県

赤水駅

道の駅
「阿蘇」

道の駅「波野」

宮地駅
阿蘇駅

内牧宿

内牧城が廃城となり、そ
の本丸跡に細川藩に
よって内牧御茶屋が置
かれました。

肥後から豊後へ向かう街道に置
かれた三番目の宿場町です。

大正初期まで榎の
大木があったそう
です。

西外輪山の麓を
北に進むと、道の
すぐ脇に「史蹟九
里木之址」の石碑
があります。

内牧宿の西の玄
関口、旅人を歓迎
するかのように
「史蹟十里木の
址」の木標が立っ
ています。

種山石工の棟梁・卯助の指揮で、
あしかけ3年かけて完成させた石
橋です。

標高差約40mの石畳が約
160m、右に左に鋭く曲が
りながら伸びています。

阿蘇谷周辺でも政府
軍と薩摩軍の激戦が
行われ、数多くの戦
死者が出ています。

街道の起点から八里のと
ころ、「八里木の址（伝）」
の標識がありますが、場
所は推測のようです。

豊後街道のうち、二重峠から阿蘇
谷に下る石畳は、国内最長クラス
を誇ります。

●西南之役戦跡石碑20

●二重峠の石畳21

●八里木22

●境の松の石畳40

●内牧城本丸跡・
　内牧御茶屋跡
26 ●天神橋（めがね橋）30

●九里木24 ●十里木25

●十三里木32●坂梨宿場町31

●弁天坂の石畳39

阿蘇五岳を見な
がら街道を東へ
進むと、道脇に
「十二里木」の石
柱が見られます。

●十二里木28

ヘキとは「壁」のことです。ここは
「魔のヘキ谷」と呼ばれるほどの
迷い道だったそうです。

●ヘキ谷道標37

明治の用水路の開削、昭和のコ
ンクリート補強など、先人の苦労
に感謝する石碑です。

●水恩碑38

二重峠の石畳を下りて2km程行っ
たところ、外輪山の湧水を引いた
庭園は清涼な雰囲気です。

●的石御茶屋跡23

振り返れば大観峰を望
む田園の道脇に「史蹟十
一里木之址」があります。

●十一里木27

豊後街道一の難所と
言われ、急坂が続く
滝室坂。ここでも西南
の役の激戦が行われ
たそうです。

●滝室坂の石畳33

かつて肥後と豊後の国
境には松が植えられ、石
畳を上ると峠の茶屋が
あったと言われています。

●境の松41

国道57号沿いに
立つ「十四里塚
跡」の案内板です。

滝室坂を上った参勤
交代の殿様に、茶を
献じたという美女
「カヲ」の墓が残って
います。

●十四里塚35 ●十五里塚36●カヲの墓34

笹倉を過ぎて国道57号
を離れ、杉林へ進むと
「十五里塚」の案内板が
あります。

石畳の長さは約80m、幅
は約3m。標高差約20m
の坂道が続いています。

坂梨宿

二重峠
●21
●20

19

二重峠に登る途中、
七里木跡の石碑
があります。かつ
てはこの近くに峠
の茶屋があり、ここ
で参勤交代の人
を入れ替えたそう
です。

●七里木19

この手永会所では周辺11か村を管
轄していました。会所の廃止後、そ
の建物は寺子屋や小学校として使
われました。

●坂梨手永会所跡29
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すぐ脇に「史蹟九
里木之址」の石碑
があります。

内牧宿の西の玄
関口、旅人を歓迎
するかのように
「史蹟十里木の
址」の木標が立っ
ています。

種山石工の棟梁・卯助の指揮で、
あしかけ3年かけて完成させた石
橋です。

標高差約40mの石畳が約
160m、右に左に鋭く曲が
りながら伸びています。

阿蘇谷周辺でも政府
軍と薩摩軍の激戦が
行われ、数多くの戦
死者が出ています。

街道の起点から八里のと
ころ、「八里木の址（伝）」
の標識がありますが、場
所は推測のようです。

豊後街道のうち、二重峠から阿蘇
谷に下る石畳は、国内最長クラス
を誇ります。

●西南之役戦跡石碑20

●二重峠の石畳21

●八里木22

●境の松の石畳40

●内牧城本丸跡・
　内牧御茶屋跡
26 ●天神橋（めがね橋）30

●九里木24 ●十里木25

●十三里木32●坂梨宿場町31

●弁天坂の石畳39

阿蘇五岳を見な
がら街道を東へ
進むと、道脇に
「十二里木」の石
柱が見られます。

●十二里木28

ヘキとは「壁」のことです。ここは
「魔のヘキ谷」と呼ばれるほどの
迷い道だったそうです。

●ヘキ谷道標37

明治の用水路の開削、昭和のコ
ンクリート補強など、先人の苦労
に感謝する石碑です。

●水恩碑38

二重峠の石畳を下りて2km程行っ
たところ、外輪山の湧水を引いた
庭園は清涼な雰囲気です。

●的石御茶屋跡23

振り返れば大観峰を望
む田園の道脇に「史蹟十
一里木之址」があります。

●十一里木27

豊後街道一の難所と
言われ、急坂が続く
滝室坂。ここでも西南
の役の激戦が行われ
たそうです。

●滝室坂の石畳33

かつて肥後と豊後の国
境には松が植えられ、石
畳を上ると峠の茶屋が
あったと言われています。

●境の松41

国道57号沿いに
立つ「十四里塚
跡」の案内板です。

滝室坂を上った参勤
交代の殿様に、茶を
献じたという美女
「カヲ」の墓が残って
います。

●十四里塚35 ●十五里塚36●カヲの墓34

笹倉を過ぎて国道57号
を離れ、杉林へ進むと
「十五里塚」の案内板が
あります。

石畳の長さは約80m、幅
は約3m。標高差約20m
の坂道が続いています。

坂梨宿

二重峠
●21
●20

19

二重峠に登る途中、
七里木跡の石碑
があります。かつ
てはこの近くに峠
の茶屋があり、ここ
で参勤交代の人
を入れ替えたそう
です。

●七里木19

この手永会所では周辺11か村を管
轄していました。会所の廃止後、そ
の建物は寺子屋や小学校として使
われました。

●坂梨手永会所跡29
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『熊本藩船鶴崎入港船絵馬』
大分市教育委員会 所蔵

海
舟
日
記
で
た
ど
る

土
木
遺
産
な
旅

　

大
分
県
大
分
市
の
「
今
市
の
石
畳
」は
、
桝
形
が
残
り
、
岡
藩
の
今
市

宿
の
風
情
を
今
に
伝
え
る
豊
後
街
道
（
大
分
か
ら
は
肥
後
街
道
）
の
参
勤

交
代
道
で
す
。　

　

慶
長
6
年
（
1
6
0
1
）、
肥
後
に
入
っ
た
加
藤
清
正
は
、久
住
、野
津
原
、

鶴
崎
な
ど
に
飛
び
領
を
得
ま
す
。
鶴
崎
は
、
肥
後
・
熊
本
藩
が
、
瀬
戸
内

海
へ
向
か
う
た
め
の
港
と
な
り
、
宝
永
年
間
（
1
7
0
4
〜
1
7
1
0
）

に
は
細
川
氏
の
藩
船
が
置
か
れ
、
京
都
や
大
阪
と
の
交
易
地
と
し
て
も
繁
栄

し
ま
し
た
。
鶴
崎
総
鎮
守
の
劒け

ん
は
ち
ま
ん
ぐ
う

八
幡
宮
に
は
、
細
川
忠
興
が
豊
前
中
津
で

造
ら
せ
た
御
座
船
「
波な

み
な
し
ま
る

奈
之
丸
」
が
入
港
す
る
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

参
勤
交
代
の
船
団
は
多
い
時
で
は
67
隻
が
藩
主
の
船
に
付
き
添
い
、
鶴
崎

を
出
港
す
る
と
、
豊
後
水
道
を
抜
け
て
瀬
戸
内
海
を
通
り
、
大
阪
か
ら
は

東
海
道
を
通
って
江
戸
へ
と
約
1
1
4
7
キ
ロ
を
旅
し
ま
し
た
。
海
路
を
使
っ

た
参
勤
交
代
は
悪
天
候
の
影
響
を
受
け
や
す
く
、
や
が
て
陸
路
と
な
り
、
波

奈
之
丸
は
関
門
海
峡
を
渡
り
ま
し
た
。

勝
海
舟
と
龍
馬
も
歩
い
た
道

　

幕
末
の
志
士
・
勝
海
舟
と
坂
本
龍
馬
も
、
幕
府
の
命
に
よ
り
長
崎
に
赴

い
た
際
、
佐
賀
関
に
上
陸
し
、
街
道
を
歩
い
て
い
ま
す
。　

今市の石畳
一時は自転車の通行のために土をか
ぶせられ存続の危機があり、地域の
人びとの熱意がバイパスの建設となっ
て実り、土が除かれ復活した石畳
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諸
外
国
が
執
拗
に
江
戸
幕
府
に
開
国
を
迫
って
い
た
時
期
、

孝
明
天
皇
が
将
軍
徳
川
家
茂
に
、
文
久
3
年（
1
8
6
3
）

5
月
10
日
の
攘
夷
実
行
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。
尊
王
攘
夷

を
強
硬
に
主
張
し
て
い
た
長
州
藩
は
、
関
門
海
峡
を
通
る
外

国
船
に
向
け
砲
撃
し
ま
す
。
攻
撃
を
受
け
た
ア
メ
リ
カ
、
フ

ラ
ン
ス
、
オ
ラ
ン
ダ
は
連
合
を
つ
く
り
長
州
藩
を
攻
撃
。
幕
府

は
、
そ
の
当
時
軍
艦
奉
行
だ
っ
た
勝
海
舟
に
調
停
役
を
命
じ

ま
す
。
海
舟
は
、
海
軍
操
練
所
開
設
の
準
備
を
兼
ね
て
諸

外
国
と
の
交
渉
窓
口
で
あ
る
長
崎
へ
。
神
戸
海
軍
塾
の
塾
生

14
名
も
同
行
し
、
そ
の
う
ち
の
一
人
が
坂
本
龍
馬
で
し
た
。

峠
の
道
十
八
、九
町
、
最
難
所

　

関
門
海
峡
は
外
国
船
と
間
違
わ
れ
長
州
藩
に
攻
撃
さ
れ

る
危
険
が
あ
っ
た
為
に
、
文
久
4
年（
1
8
6
4
）2
月
14
日

大
阪
を
出
航
、
翌
日
、
佐
賀
関
に
上
陸
し
ま
し
た
。
海
舟

日
記
に
よ
れ
ば
、『
二
月
十
六
日　

豊
後
鶴
崎
の
本
陣
に
宿

す
、
佐
賀
関
よ
り
五
里
、
此
地
、
街
市
、
可
な
り
、
市
は

白
滝
川
（
大
野
川
）
に
沿
う
、
山
川
水
清
し
、
川
口
浅
し
』。

大お
お
み
よ

御
代
は
ゆ
た
か
な
り
け
り　

旅
枕　

一
夜
の
夢
を　

千
代
の
鶴
さ
き

鶴
崎
泊
地
（
港
）で
の一
句
が
詠
ま
れ
て
い
ま
す
。

人
民
、
熊
本
領
に
て
素
朴

他
国
の
比
に
あ
ら
ず

　

そ
の
後
、
一
行
は
街
道
を
通
り
、
肥
後
藩
に
入
り
ま
す
。

『
二
月
十
八
日　

久
住
に
宿
る
。
細
川
候
の
旅
邸
。
惣
体
、

葺
屋
、
素
朴
、
華
美
の
風
な
く
、
庭
中
泉
を
引
き
、
末
、

田
野
に
流
る
。
七
里
地
は
、
久
住
の
山
脚
に
し
て
、
殆
ど
高

峯
、
地
味
可
な
り
。
山
泉
を
引
き
て
左
右
に
導
く
。
小
流

甚
だ
多
く
、
架
す
る
橋
は
皆
石
橋
、
円
形
に
畳
み
、
橋
杭
な

し
、
導
泉
、
意
を
用
い
て
左
右
数
所
。
林
木
こ
れ
が
為
に
繁

茂
し
、
稲
、
栗
、
皆
実
る
べ
し
。
そ
の
高
名
、
尽
力
の
至
る

処
殊
に
感
ず
べ
く
、
英
主
あ
ら
ざ
れ
ば
、
こ
の
挙
興
し
が
た
る

べ
し
。
他
領
、公
田
の
雑
る
所
、熊
領
に
及
ば
ず
。
ま
た
聞
く
、

こ
の
地
の
南
方
、
導
泉
の
功
、
こ
の
地
の
比
に
あ
ら
ず
。
或
い

は
山
底
を
貫
き
、
高
く
噴
出
せ
し
め
、
或
い
は
底
な
し
の
深

谷
に
帰
さ
し
め
、
皆
田
畑
の
用
に
応
ぜ
し
む
と
。
山
上
よ
り

阿
蘇
嶽
を
み
る
。
こ
の
嶽
に
並
び
立
ち
た
る
高
峰
あ
り
。
猫

が
嶽
と
云
う
。
人
跡
至
ら
ず
。
山
の
頂
上
、
大
石
、
剣
の

如
く
成
る
も
の
直
立
す
。
妙
義
山
に
比
す
れ
ば
、
更
に一
層
の

奇
峯
な
り
。

二
月
十
九
日　

八
里 

内
の
牧
に
宿
す
。
こ
の
地
も
ま
た
山

中
、山
泉
自
由
な
り
。
惣
て
鶴
崎
よ
り
此
地
ま
で
、土
地
厚
、

熊
領
は
大
材
甚
だ
多
し
。
此
地
よ
り
街
道
杉
並
木
、
数
十

年
の
大
林
、
左
右
に
繁
茂
す
。
我
、
此
地
を
過
ぎ
て
、
領

主
の
田
野
に
意
を
用
い
し
こ
と
、
格
別
な
る
に
歎
服
す
。
ま

た
人
民
、
熊
本
領
に
て
素
朴
、
他
国
の
比
に
あ
ら
ず
。
内
牧

よ
り
二
里
、的
石
村
あ
り
。爰
に
領
主
小
林
の
亭
あ
り
。素
質
、

底
は
山
泉
一
面
に
流
る
。
夏
に
宜
し
。
北
に
北
山
あ
り
、
南
に

阿
蘇
あ
り
。
阿
蘇
の
脚
甚
だ
広
く
、
田
野
あ
り
。
ま
た一
里

半
に
し
て
二
重
の
峠
あ
り
。
甚
だ
高
く
、峠
の
道
十
八
、九
町
、

最
難
所
、
路
、
山
の
脚
、
殆
ど
頂
上
を
め
ぐ
る
。
峠
を
下
り

少
々
行
け
ば
、
大
石
直
立
、
大
斧
壁
を
な
せ
し
所
あ
り
。
侘

立
十
丈
ば
か
り
、
横
ま
た
同
断
。
路
を
挟
み
て
左
右
に
直
立

す
。
こ
れ
を
過
ぐ
れ
ば
大
杉
、
山
脚
に
並
し
、
山
腹
鬱
と
し

て
殆
ど
唐
画
と一
況
。
大
津
宿
に
至
る
。
五
里
。
大
津
宿
よ

り
、熊
城
下
ま
で
は
少
低
の
路
、左
右
大
杉
の
並
樹
、こ
の
中
、

桜
の
大
樹
十
四
、五
町
の
並
樹
あ
り
。
道
中
甚
だ
広
し
。
熊

城
を
路
二
里
よ
り
望
む
。
天
守
孤
立
、
築
制
他
城
の
比
に
あ

ら
ず
。
外
周
最
大
な
り
。
武
士
屋
敷
、
そ
の
中
に
あ
り
。
郭

畳
高
く
、堅
牢
お
も
う
べ
し
。
熊
城
下
新
町
の
本
陣
に
宿
す
。』

『
海
舟
日
記
』　

勝
海
舟

東
京
都
江
戸
東
京
博
物
館
都
市
歴
史
研
究
室
編
よ
り
引
用

　

元
治
元
年
（
1
8
6
4
）
2
月
21
日
、
深
夜
船
で
熊
本

を
出
発
し
、
翌
早
朝
、
長
崎
県
島
原
に
降
り
立
ち
、
長
崎

を
目
指
し
ま
す
。

　
『
海
舟
日
記
』に
は
、
訪
れ
た
町
の
地
形
や
イ
ン
フ
ラ
、
構

造
物
が
細
か
に
記
さ
れ
て
い
ま
す
。
司
馬
遼
太
郎
の
長
編
時

代
小
説
『
竜
馬
が
ゆ
く
』
で
は
、
海
路
の
設
定
だ
っ
た
こ
と

か
ら
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
九
州
陸
路
の
幕
末
の
旅
路
。

文
献
か
ら
、
今
の
風
景
と
比
べ
な
が
ら
、
た
ど
る
旅
は
い
か
が

で
す
か
。
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交
点
が
随
所
に

　

私
の
生
ま
れ
故
郷
、
野
津
原
町
の
暮

ら
し
に
は
、
道·

水
路·

川
（
橋
）·

住
ま

い
な
ど
、
清
正
公
が
整
備
し
た
土
木
遺

産
が
藩
政
時
代
か
ら
現
在
ま
で
維
持
さ
れ

役
立
っ
て
い
ま
す
。
昔
、
大
名·

旗
本
な

ど
身
分
の
高
い
方
々
が
休
憩
や
宿
泊
に
用

い
る
お
茶
屋
、「
本
陣
」
跡
に
小
学
校
が

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
町
並
み
は
東
側
か
ら

「
桝
形
」
と
い
う
鍵
型
の
道
沿
い
に
形
成

さ
れ
て
い
ま
す
。
今
と
昔
を
つ
な
ぐ
歴
史

の
交
点
が
随
所
に
伺
え
ま
す
。

必
要
だ
っ
た
訳
は
？

　

時
を
江
戸
時
代
に
戻
し
ま
す
と
、
ま

ず
本
陣
跡
は
町
の
中
心
部
よ
り
少
し
高
い

位
置
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
敵
の
動
き
を
い
ち
早
く
察
知
す

る
た
め
に
町
を
見
渡
せ
る
防
御
と
、
雨
水

が
溢
れ
た
場
合
を
想
定
し
た
防
災
の
意

図
が
あ
り
ま
す
。
逆
に
町
並
み
の
鍵
型
は
、

敵
の
侵
入
を
容
易
く
さ
せ
な
い
た
め
に
見

通
し
を
難
儀
に
す
る
た
め
で
す
。
今
の
道

路
は
ア
ス
フ
ァル
ト
舗
装
で
す
が
、
下
地
は

地
元
の
石
材
を
用
い
た
石
畳
で
す
。
水
路

の
水
は
、
地
理
条
件
か
ら
山
の
沢
水
を

取
り
入
れ
生
活
用
水
の
他
、
防
火
用
水

に
使
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

今
と
昔
の
道
路
の
変
化

　

江
戸
期
の
肥
後
街
道
は
、
二
の
瀬
か

ら
勾
配
の
き
つ
い
坂
を
登
り
本
町
か
ら
西

側
の
新
町
辻
を
左
折
後
に
七
瀬
川
を
渡

り
、
赤
坂
の
山
を
目
指
し
て
い
ま
し
た
。

そ
の
後
、
昭
和
期
の
生
活
路
は
、
街
道

の
西
側
か
ら
一の
瀬
橋
を
経
て
、
赤
坂
の

山
裾
を
這
う
よ
う
に
延
び
ま
し
た
。
続

く
平
成
期
に
は
町
並
み
を
は
ず
れ
た
南
側

に
、
勾
配
の
緩
い
見
通
し
の
良
い
新
国
道

が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

　

交
通
手
段
が
人
馬
か
ら
自
動
車
へ
と
移

る
に
つ
れ
、
道
に
求
め
ら
れ
る
機
能
が
大

き
く
変
わ
る
様
子
が
、
街
道
か
ら
新
国
道

への
変
貌
に
見
て
取
れ
ま
す
。

何
で
で
き
て
い
る
か

見
て
み
る
と

　

街
道
に
敷
き
詰
め
ら
れ
て
い
る
の
は
殆

ど
地
元
産
の
石
で
す
。
材
料
と
な
る
花

崗
岩·

安
山
岩·

凝
灰
岩
が
多
く
採
れ
て

い
た
か
ら
で
す
。
他
に
矢
貫
の一
枚
石
橋
は

今
も
現
役
で
活
躍
し
て
い
ま
す
。
新
国
道

に
は
カ
タ
チ
こ
そ
違
え
ど
鉄
や
コン
ク
リ
ー

ト
製
の
橋
が
、
同
様
な
過
程
を
経
て
架
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

片
や
石
橋
と
石
畳
舗
道
は
、
多
様
な

建
設
機
械
の
な
か
っ
た
時
代
に
、
匠
の
技

が
時
を
超
え
て
活
か
さ
れ
土
木
遺
産
（
生

活
装
置
）
と
し
て
の
存
在
意
義
を
主
張
し

て
い
る
気
が
し
ま
す
。

歴
史
に
名
を
残
す
人
も

無
名
の
民
も

人
に
思
い
を
寄
せ
る
旅

　

こ
の
宿
場
町
の
歴
史
に
名
を
残
し
た

人
物
は
言
う
ま
で
も
無
く
「
加
藤
清
正
」

で
す
。
し
か
し
、
そ
れ
ぞ
れ
を
作
成
す

る
に
は
多
く
の
民
と
職
人
が
携
わ
って
い

ま
す
。
た
と
え
ば
、
こ
の
地
で
は
野
津

原
の
農
業
の
恩
人
、
工
藤
三
助
（
地

元
で
は
三
助
さ
ん
）
が
い
ま
す
。
彼

は
元
々
肥
後
藩
の
庄
屋
の
息
子
で
元

禄
11
年
（
1
6
9
8
）か
ら
享
保
９
年

（
1
7
2
4
）に
か
け
て
、
大
龍
井
路
、

鑰か
ぎ
お
の
い
ろ

小
野
井
路
、
提ひ
さ
ご
い
ろ

子
井
路
の
三
井
路

を
掘
削
し
、
そ
れ
ま
で
荒
地
だ
っ
た
山

間
部
に
水
田
を
切
り
開
き
、
今
で
も
豊

か
な
実
り
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
偉
業
を
称
え
る
催
事
が
今

日
で
も
町
民
上
げ
て
開
催
さ
れ
て
い
ま

す
。
清
正
公
を
偲
ぶ
8
月
24
日
に
、
野

津
原
神
社
を
起
終
点
に
神
輿
と
と
も
に
、

大
山
車·

小
山
車
が
奉
納
さ
れ
、
か
つ
て

の
ま
ち
づ
く
り
の
偉
業
と
町
の
反
映
に
感

謝
す
る
「
清せ

い
し
ょ
こ
ま
つ
り

正
公
祭
」
で
す
。

小中学生が肥後街道を 6 泊 7 日で歩く
歴史に触れる旅が 30 年続いている
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島
原
へ
上
陸
し
た
勝
海
舟
と
坂
本
龍
馬
た
ち
塾
生
の一
行

は
、
長
崎
を
目
指
し
ま
す
。『
海
舟
日
記
』
に
は
「
二
十
三

日
長
崎
着　

日
見
峠
甚
だ
難
所　

直
ち
に
奉
行
御
役
卓
へ

行
き
面
会　

洋
船
未
着
之
由
を
き
く
」と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

海
舟
は
各
国
の
領
事
や
艦
長
と
交
渉
し
調
停
を
成
功
さ
せ
る

な
ど
、
無
事
大
役
を
果
た
し
、
見
事
、
日
本
の
危
機
を
救
っ

た
の
で
す
。

坑
門
は
語
る

　

西
の
箱
根
、
天
下
の
難
所
と
い
わ
れ
、
現
在
の
道
路
地
図

で
見
る
つ
づ
ら
折
り
の
道
は
、
人
や
大
八
車
が
急
斜
面
を
の
ぼ

る
苦
心
の
末
の
か
た
ち
で
す
。
明
治
15
年
（
1
8
8
2
）、
つ

い
に
新
た
に
結
成
さ
れ
た
日
見
峠
新
道
会
社
に
よ
って
峠
を
33

メ
ー
ト
ル
切
り
下
げ
た
「
日
見
新
道
」
が
完
成
し
ま
す
。
難

工
事
の
費
用
に
あ
て
る
た
め
、
一
人
五
厘
、
馬
車
五
銭
の
交

通
料
も
徴
収
さ
れ
、
日
本
の
有
料
道
路
の
草
分
け
と
な
り
ま

し
た
。　
　
　

　

や
が
て
自
動
車
の
普
及
に
よ
って
、
長
崎
県
が
着
手
し
た
の

が
「
長
崎
二
十
五
號
國
道
日
見
隧
道
」、日
見
ト
ン
ネ
ル
で
す
。

大
正
15
年
（
1
9
2
6
）の
完
成
当
時
、
日
本
最
大
の
全
長

6
4
2
メ
ー
ト
ル
。
人
も
馬
車
も
車
も
通
る
、
長
崎
に
通
じ

る
唯
一の
大
動
脈
で
し
た
。

　

変
圧
に
よ
り
、
ト
ン
ネ
ル
で
最
も
弱
い
部
分
が
入
口
の
「
坑

口
」
で
、
崩
壊
を
避
け
る
た
め
、
よ
り
剛
な
構
造
で
抑
え
る

の
が
ト
ン
ネ
ル
の
顔
と
な
る
「
坑
門
」
で
す
。
日
見
ト
ン
ネ
ル
は

2
本
の
柱
や
笠
石
な
ど
大
正
時
代
の
装
飾
を
色
濃
く
残
し
て

い
ま
す
。
そ
の
土
木
技
術
者
た
ち
が
思
い
を
こ
め
た
意
匠
は
、

44
年
の
歳
月
を
か
け
た
バイ
パス
事
業
で
誕
生
し
た
「
新
日
見

ト
ン
ネ
ル
」
に
も
受
け
継
が
れ
ま
し
た
。

　

旧
街
道
の
峠
ま
わ
り
に
は
、
難
所
を
克
服
し
て
き
た
土
木

の
物
語
が
潜
ん
で
い
ま
す
。

日見新道
写真／長崎大学附属図書館 所蔵

長
崎
街
道
一

天
下
の
峠
を
貫
い
た

日
見
ト
ン
ネ
ル

『長崎二十五號國道日見隧道』
工事では、国内のトラックの製造はまだ黎明期でベルトコンベヤーもなく、
土はトロッコ列車で運び出された。2 車線対応可能な7.4メートルの道
路幅は、到来する車時代を見据えていた
写真／長崎大学附属図書館 所蔵
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岩隈の切通
岩隈山を切り下げた 30メートルの壁
が仏像群に見守られながら続く。昭
和の初期に拡幅工事が行われている
〇 熊本県山鹿市

峠
と
切
り
通
し

崩
れ
ぬ
よ
う
に
抑
え
る
坑
門
は

ト
ン
ネ
ルの
顔

177 176177 176177 176

日見トンネル坑門
側壁コンクリート工事は、トンネルの壁を支える支
保工（しほこう）は木材で作られ、内部巻立工事
といわれる施工方法で進められた。トンネルのアー
チ部分は、型枠に添って重いコンクリートブロックを
積み上げながらコンクリートを充填し、造られている
〇 長崎県長崎市
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熊
本
県
人
吉
市
と
宮
崎
県
え
び
の
市
の
間
、
霧
島

連
山
を
中
心
と
す
る
加か

く
と
う

久
藤
カ
ル
デ
ラ
。
そ
の
北
壁
に

あ
た
る
標
高
7
0
0
メ
ー
ト
ル
の
外
輪
山
を
貫
通
す

る
、全
長
1
8
0
8
7
メ
ー
ト
ルの
「
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
」

は
、
昭
和
47
年
（
1
9
7
2
）に
開
通
し
、
昭
和
52

年
（
1
9
7
7
）に
「
人
吉
ル
ー
プ
橋
」、2
年
後
に
「
え

び
の
ル
ー
プ
橋
」
が
完
成
し
ま
し
た
。
人
吉
側
は
標
高

差
55
メ
ー
ト
ル
、
え
び
の
側
は
標
高
差
3
4
0
メ
ー
ト
ル

を
克
服
す
る
ル
ー
プ
橋
で
す
。

　

明
治
中
期
に
急
峻
な
地
形
を
切
り
開
き
馬
車
道
と

し
て
つ
く
ら
れ
た
加
久
藤
峠
（
堀
切
峠
）を
、
つ
づ
ら

折
り
の
道
路
で
越
え
て
い
く
し
か
な
か
っ
た
「
南
九
州

の
宿
願
」
と
、
国
道
2
2
1
号
改
築
記
念
碑
に
刻
ま

れ
て
い
ま
す
。
着
手
か
ら
14
年
後
の
こ
と
で
し
た
。

　

併
走
す
る
肥
薩
線
も
ル
ー
プ
・
ス
イ
ッ
チ
バッ
ク
で
大

畑
の
斜
面
を
抜
け
ま
す
。「
矢
岳
第
一ト
ン
ネ
ル
」
が
明

治
42
年
（
1
9
0
9
）に
開
通
し
た
こ
と
で
、
関
門
海

峡
の
船
舶
連
絡
を
挟
ん
で
、
初
め
て
青
森
か
ら
鹿
児

島
ま
で
日
本
列
島
を
縦
貫
す
る
鉄
道
網
が
完
成
し
た

歴
史
あ
る
路
線
。
真ま

さ
き幸

駅
〜
矢や

た
け岳

駅
間
の
矢
岳
越
え

の
車
窓
は
、
日
本
三
大
車
窓
に
数
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

日
本
縦
断
最
後
の
難
所

　

平
成
5
年
、
3
年
8
か
月
を
か
け
、
貫
通
し
た
の

が
「
九
州
自
動
車
道
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
」
で
す
。
し

か
し
、
古
い
も
の
で
は
7
千
万
〜
1
億
年
前
の
脆
弱

化
し
た
岩
や
地
下
水
が
豊
富
な
地
層
で
、
大
湧
水
、

崩
落
な
ど
に
み
ま
わ
れ
、
幾
多
の
困
難
を
克
服
し
て

の
ト
ン
ネ
ル
貫
通
で
し
た
。
平
成
16
年
の
下
り
車
線
の

ト
ン
ネ
ル
開
通
で
、
青
森
か
ら
鹿
児
島
・
宮
崎
ま
で
の

約
2
1
5
0
キ
ロ
が
、今
度
は
高
速
道
路
で
繋
がっ
た
、

日
本
縦
断
最
後
の
難
所
で
し
た
。

　

こ
の
九
州
自
動
車
道
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
で
、

ル
ー
プ
橋
の
交
通
量
は
減
っ
て
い
ま
す
が
、
人
吉
か
ら一

直
線
に
貫
通
す
る
加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
を
抜
け
、
え
び
の

ル
ー
プ
か
ら
望
む
霧
島
連
山
の
大
パノ
ラ
マ
は
、
地
形
の

克
服
を
知
る
土
木
遺
産
ル
ー
ト
で
す
。

地
形
の
克
服
を
知
る

加
久
藤
ト
ン
ネ
ル
と
ル
ー
プ

肥薩線の大畑ループ・スイッチバック
〇 熊本県人吉市

加久藤トンネルの入口とえびのループ
〇 熊本県人吉市　宮崎県えびの市
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旧
街
道
と
国
道
は

土
木
遺
産
の
宝
庫

　

旧
街
道
は
、
江
戸
時
代
、
参
勤
交
代
の
た
め
に
「
普
請
」
と
い
う
、
い

わ
ば
公
共
工
事
で
整
え
ら
れ
、
維
持
管
理
さ
れ
た
土
木
遺
産
で
す
。
そ
し

て
街
道
に
は
、
そ
の
藩
の
土
木
技
術
の
粋
が
あ
ら
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

九
州
に
も
唐
津
街
道
や
薩
摩
街
道
な
ど
、
旧
街
道
を
歩
く
活
動
を
行
っ

て
い
る
地
域
団
体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
ガ
イ
ド
の
皆
さ
ん
の
ご
案
内

で
歴
史
に
耳
傾
け
な
が
ら
歩
く
と
、
見
逃
し
て
い
た
石
や
水
の
流
れ
か
ら

当
時
の
歴
史
が
蘇
り
ま
す
。
九
州
で
最
も
江
戸
か
ら
遠
い
薩
摩
藩
は
、
実

に
1
7
0
0
キ
ロ
、
最
長
60
日
で
街
道
を
旅
し
た
と
い
わ
れ
ま
す
。
何
人

の
隊
列
で
、
ど
ん
な
格
好
だ
っ
た
ん
だ
ろ
う
。
他
に
は
誰
が
、
ど
ん
な
志
を

持
って
歩
い
た
ん
だ
ろ
う
。
そ
の
謎
を
と
く
た
め
に
、
地
域
の
史
料
館
や
図

書
館
を
訪
ね
る
と
、
想
像
の
翼
は
ど
こ
ま
で
も
広
が
り
ま
す
。

　

大
八
車
か
ら
自
動
車
に
代
わ
り
、
鹿
児
島
か
ら
東
京
ま
で
17
時
間
で

行
け
る
今
、
街
道
の
風
景
を
重
ね
る
と
あ
り
が
た
み
も
ひ
と
し
お
で
す
。

象
も
こ
の
峠
を

越
え
た
ん
で
す
ね

勝
海
舟
が

甚
だ
難
所
と
日
記
に

書
い
た
だ
け
あ
り
ま
す

新旧を比べる

土木遺産な旅の
ポイント 　5

旧長崎街道
桜馬場の長崎街道起点から諫
早の永昌宿跡まで徒歩で約 7
時間の道のり。長崎街道一と
いわれた峠道の旅
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